
所在地    埼玉県さいたま市浦和区領家５－３－３
児童・生徒数(H18年度)  　　   1040名（１年生8クラス、2年生～3年生9クラス）
延床面積    校舎：延床面積：11,493㎡　体育館：1,731㎡
建物    校舎：RC造4階建　普通教室棟　昭和48年建築、昭和50年、53年増築
     　　　（平成17年耐震措置済み）
     　　　RC造3階建　管理棟　昭和54年建築
     　　　（平成15年耐震措置済み）
    　　　RC造3階建　特別教室棟　昭和40年建築
    　　　（平成8年耐震措置済み）
     　　　RC造3階建　芸術棟　昭和38年建築
    　　　（平成11年耐震措置済み）
    　　　体育館：S造　昭和57年建築
連絡先    埼玉県教育局教育総務部財務課　担当　渡邉

埼玉県立浦和高等学校

配置図

改修前　校舎南側の外観

学校概要

改修後　校舎南側の外観　　
庇を兼ねた太陽光発電パネル（10ｋW×2段）を設置。

家庭科特別教室棟

武道場

芸術棟

野球場

プール

運動部室

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

特別教室棟

同窓会館

管理棟

屋内運動場

普通教室棟
（改修対象）

部室兼合宿棟

夜間換気用の突き出し窓

庇兼太陽光発電パネル

庇
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普通教室棟1Ｆ～4F

エコ改修の概要

●断熱　●夜間換気　●遮熱　　

教室は硬質ウレタン30ｍｍによる内断熱。
開口部は、ペアガラｽに変更。

通風の経路の確保
：夜間に安全に窓が開けられる工夫を施した開口部を設置

教室窓：雨を防ぎながら開けられる小窓を設置

廊下側窓：夜間の防犯対策のためにルーバーを設置

昇降口の屋上を緑化して日射熱を低減するとともに
生徒の憩いの場に

C R C R C R C R C R C R C R

120
300

柱型側面：断熱ボード t=42.5 接着貼 EP

床：天然リノリュウムシート t=2.5 新設
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腰壁：断熱材硬質ウレタンフォームt=30(接着工法)
　　　　+杉羽目板 t=12 CL(木胴縁) 新設

の上石膏ボード t=12.5(GL工法) EP

天井：石膏ボード 900角 t=9.5
目透貼り EP W=900 新設

柱見切縁：ヒノキ60×60 CL 新設

Y13通り梁窟F現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付け t=30

(梁面より300の範囲)
天井内躯体面：現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付け t=30

改質アスファルト砂付ルーフィング新設
断熱材:硬質ウレタンォームt=35新設
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教室

すだれ掛ﾌｯｸ:
鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ@2250

教室

H-600-200×100×9×12

ｱﾙﾐﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾒﾀﾙ 6φ×9P t=2

PL-6

H-175×90×5×8
H-175×90×5×8

太陽光パネル取付下地にｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=2.0取付
太陽光パネル取付下地

PL-6

すだれ掛ﾌｯｸ:鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ@2250

3FL､4FL

20
0

40
0

鳥害用ネット:ナイロン製ワイヤーロープ張り新設(1面)

1,2
00

550950
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●断熱　●日射遮蔽　●新エネルギーの導入
　

教室南側開口部の上に設置した
庇を兼ねた太陽光発電パネル

：断熱改修を行った範囲。

間仕切りの欄間：引き違いのガラリ戸

工事中の様子

教室南側の断面詳細図庇兼太陽光発電パネル部詳細図
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エコ改修項目 1

屋根
屋上

外断熱

・校舎：改質アスファルトシート防水（自着・断熱工法）
　　　　　断熱材：GCS-300三星ギﾙフォームｔ＝35ｍｍ、遮熱仕上げ塗料：ＳＰサーモコート
　　　　　（田島ルーフィング株式会社）

・体育館：ゴムアスファルト塗膜防水（露出・断熱工法）
　　　　　　遮熱塗料（高反射塗料）：エフクール（株式会社エフワンエヌ）

壁 内断熱

【壁面】硬質ウレタンフォーム　ｔ＝30mm
　　　　（アキレス準不燃ＮＤパネルノンフロン、アキレスボードＡＧノンフロン）（アキレス株式会社）、

【柱・梁面】ノンフロン硬質ポリイソシアヌレートフォーム　ｔ＝30mm
　　　　（クララフォーム－Ｒ　NF03S-A）（倉敷紡績株式会社）

間仕
切り

ウレタン注入発泡
充填スチール
パーティション

【教室部】ウレタン注入発泡充填スチールパーティション　SA-90
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山金工業株式会社）
【環境教育室部】羊毛断熱材サーモウール充填木製パーティション
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（株式会社コスモプロジェクト）

ペアガラス
【外部面】FL6+A6+FL6　（トステム）
【廊下パーティション部】TG4+A6+TG4　（旭硝子）

Low-eガラス 【廊下パーティション部】Low-E4+A4+Low-E4　（旭ガラス）

屋根 屋上緑化

【植栽基盤材】　ソイルベース（屋上緑化用軽量土壌）、ＲＯ保水・排水パネル（ｔ＝20mm）、
　　　　　　　　　防根シート（再生ポリシチレンシート）　（日本植生株式会社）

【自動灌水システム】　コントローラーC10SGK009、ドリップチューブ16mm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（グローベン株式会社）

開口
部

庇・ルーバーの設置
庇の出：1500mm（太陽光発電パネル架台を兼ねる）
素材：スチール（溶融亜鉛メッキ仕上げ）

ナイトパージ
（夜間換気）

【機械換気設備】２教室分を1台の中間ダクトファンで中庭へ排気（タイマ運転）、
　　　　　　　　　　　ダクトファンφ１００×１４０ｍ３／ｈ×７０Ｐａ

【自然換気設備】教室、間仕切り、廊下に夜間に開放できる窓を設置。

その他 ・校舎：階段室・廊下可動式ルーバー　（トステム株式会社）

散水利用 雨音くん　２００Ｌタンク、雨樋から集水継手を通してタンクに貯留

照明

・教室
32形Hf蛍光灯2灯　初期照度補正機能・自動調光型付き
品番　FSS４２５６５Ａ（スクールコンフォート）、（松下電工）
・廊下　トイレ
32形Hf蛍光灯１灯　初期照度補正機能付き　　品番　FSS９－３２１PK

トイレ 低リップ壁掛自動洗浄小便器

太陽光発電

設置場所：（屋上及び庇部分）、（方位　南　）　、（仰角３０度）
システム容量　：　（３０kW　）
モジュール：　メーカー（京セラ）　、型式（SPG1786T-02EK）　、セル種類（多結晶シリコン）、
最大出力（１７８．６W）、外形寸法（１２９０×９９０×３６　単位：mm）
アレイ：構成（１４直列４並列）、　モジュール数（１６８枚）
インバーター：（メーカー　ジーエスユアサ　）、（型式　電圧型電流制御方式）

風力発電
風力発電機　定格出力　６２W　風車直径　９５０ｍｍ
　（最大出力８０Ｗ太陽電池付　ハイブリッド）

地域材 の利用 県産木材：杉羽目板（西川材）

環境学習室の整備
エコステーション：外気温、各教室の使用電力、太陽光発電力量をＰＣ端末及びディスプレイに表
示、
環境教育室：生徒会環境教育委員会の活動拠点、エコ改修工事の使用材料の掲示

そ
の
他

【教室床材】天然床材リノリウムシート（UM-2634、株式会社サンゲツ）、
【トイレ壁仕上げ材】VOC吸着・調湿・脱臭タイル（エコカッラト・ストーン、ＩＮＡＸ）

遮熱
遮蔽

エコマテリアル、エコ機器等

代エネ・
新エネの導入

自然

教育空間の充実

自然換気
通風

雨水 利用

機器の高効率化

省
エ
ネ
ル
ギー

化

断熱

開口
部
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●断熱

工事概要

エコ改修項目 2

断熱改修と合わせて、埼玉県の杉材の内装に変更。
廊下との間仕切りには、断熱材（ウレタンを充填）入りの鋼製パーテンションを採用

●新エネルギーの導入

●自然換気・通風

●環境学習室の整備 ●地域産材の使用

環境学習室（右）とエコステーション（左）
エコステーションには、外気温、各教室の使用電力、太陽光発電力量をＰＣ端末及びディスプレイ
に表示。

改修対象面積　　　 3,455㎡(普通教室棟)
改修工事期間　　　 平成20年　6月　～　11月　

設計者　　　　　　 (有）梶芳晴建築設計研究所（埼玉県富士見市）
施工者　　　　　　 建築工事：斎藤工業株式会社（さいたま市）
  　　　  電気工事：那須電機工業株式会社（埼玉県川口市）
    機械工事：タカセ工業株式会社（さいたま市）

改修費   総額3.69億円
   エコ改修 　 282,289千円（普通教室棟）
　　　　　　　　　   防水工事　  77,805千円（普通教室棟、特別教室棟、体育館ほか）
　　　　　　　　      設計費　　　 9,397千円

●地域産材の活用

●高効率機器の導入

改修前の教室

改修後の教室（左）と廊下（右）

改修前の便所

改修後の便所
使用量の少ない便器に更新。

普通教室棟の屋上に設置した太陽光発電パネル（10ｋW)

改修前　昇降口前の廊下

●断熱

改修後　昇降口前の廊下　
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環境にかかわる授業

環境教育の概要

教育目標

研究主題

テーマ・めあて 関った教科と時間 取り組み内容

1年生

2年生

3年生

 

改修校舎に関心を持ち、環境意識を育てる

訪問企業先の人と
新しく発足した環境委員会で環境問題に対して先
進的な活動を行っている企業た大学を訪問し、そ
の実践を取材し全校生徒に報告。

2年生総合的な学習の時間　「浦高エコ改修と環境問題」自主研究の1つのテーマ
「建物内の熱の振る舞いを学ぶ」と題した箱模型実験を実施した様子。実験を行い断熱材や蓄熱材、
すだれやペアガラスの効果に気付き、エコ改修への理解を深める。

＜取組の特徴＞

自ら環境改善に取り組む人材を育てる

環境問題全般において広く見
渡し、その背景や原因を知り
身近な問題として考える。

現代社会・・・8時間
地理・・・2時間
（夏期休業中）

・現代社会の環境問題を学ぶ。
・環境地図の制作
（毎年コンテストに応募し、多数入選実績あり）

個別の課題に詳しく取り組
・自主研究として1つの環境問題を取り上げ研究する。
（ＩＰＣＣレポートを読んで等）
・ホームリーダー等で環境関係のテキストを購読

より高度な観点から、環境問
題の原点や帰結、対策につい
て考察する

生物Ⅱ　週2時間×4
地学　週2時間×2

・生物遷移と地球環境を学ぶ
・地球の大気候の変化を学ぶ

　「環境配慮意識をもち、社会をリードする人材の育成を図る。」　「生徒組織の自主的活動を通じて、環境教育を継続する。」　「自由な発
想と着実な計画により、活動内容の充実に努める。」を目標に、環境委員会による活動、各学年の授業時間を活用した。
　環境委員会の活動に関しては、生徒自らで活動内容を企画して実践を行った。企画に際しては、環境教育検討会の座長や担当教諭と委員会か
らのアドバイスを受け、活動にあたっては、浦和高等学校のＰＴＡ内に発足した「環境を考える会」からも支援を受けて多様な活動を行った。
　授業時間を活用した実践では、2年生の総合的な学習の時間における自主研究のテーマとして、「エコ改修」や「ＩＰＰＣレポート」などに
取り組んだ生徒がいた。また、従来の教科にある環境に係る内容の洗い出しと、それらの関連を教師間で意識し、総合的に環境意識を育てるこ
とに取り組み始めている。
　

総合的な学習の時間
　・・週1時間×35週
英語・・・各自

エコ改修とのかかわ
環境委員を各クラス２名選出し、８つのパートに分かれて活動。

１観測、実験　・・・　実測　　　　　　　　   ５エコグランプリ・・・クラス対抗エコ競争を企画
２植栽　　　　　・・・　グリーンカーテンの世話など　  ６資源回収    ・・・ゴミの中から３Ｒを提案する。
３講演会　　　 ・・・  環境問題に取り組む研究者を招く　 ７百年の森    ・・・同窓会主催の森林作業に参加
４企業訪問    ・・・  環境改善の取組をしている企業を訪問　 ８国際交流    ・・・外国語紹介文の作成

【地学】ロングスパンの地球の大気候変化について研究する。
【生物Ⅱ】　「生物の集団と環境」という大単元に「生物の生
活と適応」、「個体群の構造とその維持」、「生物群集と生態
系」において、生物と環境の関係について学習している。

【現代社会】授業の全体を、人間環境の問題としてとらえ、現代社会の課題を
考察させている。自然環境破壊問題・エネルギー問題では、人類存亡の危機と
いう観点を導入し、国連の環境に関する国際会議や標語を扱う。持続可能性は
どのように実現できるかという観点からこの問題を考察させている。人口問
題、南北問題、国際協力の場面では、地上の人類全体の福祉と環境との共存は
可能かという視点を導入している。産業社会、ないし企業問題では、企業の環
境に対する配慮責任の観点から、PPPやアカウンタビリティー、トレーサビリテ
ィーを扱っている。

教科における環境テーマの一例
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平成19年度の取組

平成20年度の取組

環境教育の例

エコ改修検討会に生徒が参加。地域の技術者といっしょに実験や検討を行い、基本構想案の作成に参加。

第1回　回　｢建物内の熱の振る舞いを学ぶ建物内の熱の振る舞いを学ぶ｣ 第2回　回　｢学校あるき」環境測定をしながら　学校あるき」環境測定をしながら　第7回　「基本構想案を回　「基本構想案をｸﾞﾙｰﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟで作成・発表」で作成・発表」

委員会活動、総合的な学習の時間のアドバイザーグループによる活動。

委員会「企業訪問パート」による活動報告 委員会「環境測定・実験パート」による活動報告
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エコ改修検討会 （平成19年度）

体制

プログラム

第1回
H19年
5/30

第2回
H19年
6/22

番外編
H19年
7/6

第3回
H19年
7/17

第5回
H19年
8/7

座長座長 　　　　　　　八代克彦　　　　　　　八代克彦(ものつくり大学教授ものつくり大学教授)

参加者参加者 　　　　　　　技術者、教師、生徒、　　　　　　　技術者、教師、生徒、PTAPTA、自治体　計、自治体　計5959名

事務局事務局 　　　　　　　埼玉県教育局教育総務部　財務課　施設計画担当　　　　　　　埼玉県教育局教育総務部　財務課　施設計画担当

趣旨説明
　　エコフローサポート本部

建物内の熱の振る舞いを学ぶ
「箱模型実験」
　　　斉藤雅也（札幌市立大学）

学校あるき
　　事務局

熱の基礎を学ぶ
「体感を使って知る放射・対流・伝導・蒸発」
　　宿谷昌則（武蔵工業大学教授）

見学会　　　　　　　　　　　
「埼玉県立大学（越谷市）」
　　西倉　潔（(株)山本理顕設計工場）

見学会
「都立晴海総合高校（東京都）」

講義　計画
「学校建築と環境」
　　中村　勉（建築家ものつくり大学特別客員特別客員教授）

第4回
H19年
7/31

講義　自然のポテンシャルを活かす
「学校におけるエネルギー消費の実態と省エネルギーの方策」
　　　中村和男（(財)省ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ）

「地球温暖化・新ｴﾈﾙｷﾞｰに対する取り組みについて」
　　中茎伸一（東京電力（株））

「県産木材の活用」
　　中茎伸一（東京電力（株））

講義　自然のポテンシャルを活かす
「緑化等の活用」
　　　永瀬尚之（東光ﾛｰﾝｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（株））

講義　計画
「アジアの伝統建築に見られるエコ技術の知恵」
　　　八代克彦座長（ものつくり大学建設技能工芸学科准教授）

まとめ
「基本構想案に向けての意見交換」
　　　八代克彦座長（ものつくり大学建設技能工芸学科准教授）

第6回
H19年
8/30

まとめ
「基本構想案の個人案発表・意見交換」
　　　八代克彦座長（ものつくり大学建設技能工芸学科准教授）

第6回
H19年
9/7

まとめ
「講評とまとめ」
　　　八代克彦座長（ものつくり大学建設技能工芸学科准教授）
　　　中村　勉（建築家ものつくり大学特別客員特別客員教授）
　　　宿谷昌則（武蔵工業大学教授）

第2回　「学校あるき」
対象校の温度や照度を計測しながら見学

番外編　「埼玉県立大学」
設計担当者の案内により見学

第3回　「都立晴海総合高校」
総合高校という新しい形体の高校を見学

第6回　「講評とまとめ」
これまでの学びをいかし、各グループでまとめた
構想案を発表

32



・公募
平成19年10月9日 ～　10月26日
 

・ヒアリング･審査
平成19年11月6日

・参加社数
5社

・優秀賞
(有)梶芳晴建築設計研究所

・審査員
学校、エコ改修検討会・
環境教育検討会座長、
自治体

プロポーザル

環境教育検討会

第1回
 H19年
9/22

 第2回
 H18年
10/13

第3回
H19年
11/10

体制

プログラム

特定案：(有)梶芳晴建築設計研究所(埼玉県富士見市)

座長座長 　　　　　　柴崎和夫（國學院大學教授）　　　　　　柴崎和夫（國學院大學教授）

参加者参加者 　　　　　　浦和高等学校教諭、生徒、　　　　　　浦和高等学校教諭、生徒、PTAPTA

事務局事務局 　　　　　　埼玉県教育局教育総務部　財務課　施設計画担当　　　　　　埼玉県教育局教育総務部　財務課　施設計画担当 

浦和高校の環境教育について

　・自己紹介
　・経緯説明

　・学校教員メンバーからの私案披露

人間活動と地球気候の変化

　・最新の研究成果についての講演
　・生徒による「環境委員会」設置の提案

  ・活動内容についての案を生徒自身が紹介。

ディスカッション

エコ改修について

・生徒・教職員からの要望をまとめた結果を紹介

現在の取り組みについて

・高校の授業現場で実施されている、環境に関わる取り組みを、高校教員から紹介

環境教育の提案

・座長から「環境教育プログラム」の試案を提示

生徒も交えた環境教育検討会の様子
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